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「２０２３年９月にリニューアルされた城山展望台」
　城山展望台からは、３６０度のパノラマが楽しめ、日本五大山城の
ひとつ、七尾城跡本丸や七尾湾にかかる能登島大橋やツインブリッジ
が展望できます。夜になると和倉温泉街の夜景を見ることができます。



2議会だより

９　月
会　議
の概要

　令和5年度七尾市議会定例会９月会議は、９月４日（月）から９月１９日（火）までの1６日間の会　令和5年度七尾市議会定例会９月会議は、９月４日（月）から９月１９日（火）までの1６日間の会
期で行われました。期で行われました。
　今会議では、14名の議員が市政一般について質問を行いました。　今会議では、14名の議員が市政一般について質問を行いました。
　議案等については、議案9件が市長より提出され、審査の結果、8月第２回会議の議案を含む　議案等については、議案9件が市長より提出され、審査の結果、8月第２回会議の議案を含む
16件の議案は可決又は認定されました。（報告7件は議決不要）16件の議案は可決又は認定されました。（報告7件は議決不要）
　最終日の９月19日には、意見書提出による議会議案１件が提出され、可決されました。　最終日の９月19日には、意見書提出による議会議案１件が提出され、可決されました。

議案第２０号　令和５年度七尾市一般会計補正予算（第６号）議案第２０号　令和５年度七尾市一般会計補正予算（第６号）
総額４億１,６４１万３千円　を可決！総額４億１,６４１万３千円　を可決！

　交流人口の拡大に向けた取り組み、子育て環境・子ども教育の充実、生活環境・防災対策の充実など　交流人口の拡大に向けた取り組み、子育て環境・子ども教育の充実、生活環境・防災対策の充実など
に係る事業費を計上するもの。に係る事業費を計上するもの。

その他の主な議案その他の主な議案

【議案第２０号】

　いしかわの新たな観光スタイル開発支援事業
　　･････････････････････････････････2,768千円

観光コンテンツの開発を実施する事業に対する補助金

　観光客の受入環境整備事業･･････････40,424千円
観光・文化施設への誘客を促進するための施設や設備
の修繕等

　　

　保育体制強化事業･･･････････････････1,925千円
安全な保育体制強化のために、特に見守りが必要な時
間帯のスポット支援員を配置した認定こども園等に対
する補助金

　重要インフラ施設周辺森林整備事業･･･3,400千円
大雪による大規模停電を未然に防止するための森林整
備等

　道路舗装等改修事業････････････････32,000千円
町会要望に対する舗装や側溝の改修

　　　

　Wリーグ七尾大会開催事業補助金･･･････680千円
 Wリーグ七尾大会の開催に係る補助金

　地域介護・福祉空間整備事業････････23,122千円
高齢者施設等における非常用自家発電設備の設置

令和５年度七尾市一般会計補正予算（第６号）

①交流人口の拡大 ③生活環境の整備

④その他
②子育て環境の充実

新

拡

新

新

8 月会議の概要

提出された議案

　令和5年度七尾市議会定例会８月会議は、８月７日（月）の１日間の会議期間で行われ、「議案第11号令
和５年度七尾市一般会計補正予算（第５号）」、「議案第12号工事請負契約の締結について」の議案が提出
され、審査の結果、可決されました。

【議案第11号】
　令和５年度七尾市一般会計補正予算（第５号）
　◆コロナ禍の影響により停滞していた姉妹都市モ
ントレー市との交流を再開し、活発化させるため、
モントレー市長を表敬訪問するための所要額を計
上。

【議案第12号】
　工事請負契約の締結について
　◆七尾市城山陸上競技場改修工事
　　第３種公認陸上競技場認定維持に伴う全天候型
ポリウレタン舗装の表層及び下層のアスファルト
舗装の改修を行う。
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◆委　員　長／西川英伸　　◆副委員長／原田一則
◆◆委　　員／山花　剛、瀨戸三代、山添和良、永崎　陽委　　員／山花　剛、瀨戸三代、山添和良、永崎　陽

◆◆委委　員員　長／中西庸介　　長／中西庸介　　◆◆副委員長／江曽ゆかり副委員長／江曽ゆかり
◆◆委　　員／木戸奈諸美、和田内和美、木下美也子委　　員／木戸奈諸美、和田内和美、木下美也子
　　　　　　山崎智之　　　　　　山崎智之

◆◆委委　員員　長／佐藤喜典　　長／佐藤喜典　　◆◆副委員長／徳田正則副委員長／徳田正則
◆◆委　　員／髙橋正浩、木下敬夫、垣内武司、今田勇雄委　　員／髙橋正浩、木下敬夫、垣内武司、今田勇雄

【議案第11号】
令和5年度七尾市一般会計補正予算（第5号）
◆姉妹都市等交流促進事業について

問モントレー市訪問の日程（９月21日～26日）はいつ頃決めたのか伺
う。
答令和７年度のモントレー姉妹提携30周年に向けた交流再開を目的
とした訪問については、７月に同市に投げかけて、８月３日に公文書
で回答があった。

【議案第11号】
令和5年度七尾市一般会計補正予算（第5号）
◆工事請負契約の締結について

問事業概要は、どのようなものか。
答城山陸上競技場において、第３種公認陸上競技場維持のため、必要
な改修等を行う。工事完成は、令和６年３月中旬を予定している。

【議案第20号】
令和5年度七尾市一般会計補正予算（第6号）
◆いしかわの新たな観光スタイル開発支援事業費について
問支援対象が和倉温泉観光協会、能登ＤＭＣ合同会社であるが、支援
事業の内容を伺う。
答和倉温泉観光協会は「能登半島半浦ごっつお漁師丼昼飯ツアー」と
題し、和倉から船で能登島へ向い、半浦の漁師宅で朝獲れの魚を使
った丼を食べるモニターツアーを開催する。能登DMC合同会社は
台湾の富裕層をターゲットとした能登半島サイクリングツアーの企
画とガイドの育成を目的としている。

【議案第20号】
令和5年度七尾市一般会計補正予算（第6号）
◆広域的誘客対策事業費における能登半島広域観光協会負担金について
問総事業費はいくらか。
答1年で2,400万円である。

総務企画

教育民生

産業建設

分科会（予算決算常任委員会）
常任委員会

分科会（予算決算常任委員会）
常任委員会

分科会（予算決算常任委員会）
常任委員会

主な審議内容

主な審議内容

主な審議内容

問この事業に七尾市としてどのように関わっていくのか。
答事業内容を精査し、目標となっているKPIの報告等を受けるなど、任
せきりにならないよう対応していく。
問ヨーロッパ、特にフランスをターゲットとする理由はなにか。
答ヨーロッパでは文化的な旅行が流行っており、特にフランスは東京や
京都といったメジャーな場所にも行くが、七尾や能登といった自然
に触れ合う旅をする傾向が強いと言われている。
問事業の目標やどのくらいの誘客を見込むのか。
答セールスコールや能登の記事を盛り込んだニュースレターの配信等
を行い、最終的にフランスの旅行会社がツアーを企画することで、能
登への誘客を延べ2,000人見込む。
問事業を実施した成果、結果、課題を報告してほしいが、いかがか。
答初めての能登半島広域観光協会の取り組みであり、足跡がしっかり
わかるよう、議会へ報告を行う。

　各常任委員会に付託を受けた議案および予算決算常任委員会各分科会に分担された議案について審査した結果、主に
下記内容が議論されました。

【議案第20号】
令和５年度七尾市一般会計補正予算（第６号）
◆姉妹都市等交流促進事業について

問御祓地域づくり協議会と金泉文化院訪問団との交流ということだ
が、その両者が交流を始めた経緯を伺う。

答御祓公民館の方が関西の方に行った際、韓国から来ておられた金
泉文化院の方と意気投合し交流を始めましょうとなったことがスタ
ートだと聞いている。最初の交流が行われたのが昭和44年、御祓公
民館と金泉文化院の姉妹提携が行われたのが昭和45年、その５年
後の昭和50年に七尾市と金泉市の姉妹都市提携がされている。

【議案第26号】
病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例について
◆紹介受診重点医療機関の承認について

問紹介受診重点医療機関として承認されたが、利用者への周知をどの
ように考えているのか。
答院内掲示、機関誌、ホームページなどを活用し、周知を図っていきた
いと考えている。また、利用者への説明を今まで以上に行っていき
たい。

【８月会議】
委員会付託　・なし
分科会分担　・議案１件

【８月会議】
委員会付託　・議案１件
分科会分担　・なし

【９月会議】
委員会付託　・議案１件
分科会分担　・議案１件

【９月会議】
委員会付託　・議案３件
分科会分担　・議案３件

【９月会議】
委員会付託　・議案１件
分科会分担　・議案２件

８月会議

８月会議

９月会議

９月会議

９月会議

９月会議
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Q&  A議員の 市の

■
七
尾
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
方
々
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
、
周
知
し

て
い
く
の
か
伺
う

今
年
度
当
初
予
算
の
七
尾
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
事
業
に
つ
い
て
、
目
的
や
周
知

方
法
、
会
員
募
集
の
方
法
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

　

ま
た
、
当
初
の
会
員
登
録
者
数
の
目
標
値
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺

う
。

七
尾
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
目
的
は
、
市
外
の
方
に
ま
ず
七
尾
市
を
知
っ
て
い

た
だ
く
、
そ
し
て
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
、
そ
し
て
こ
の
七
尾
市
に
来

て
い
た
だ
く
、
そ
の
後
内
な
る
人
と
し
て
色
々
な
事
業
等
に
手
伝
っ
て
い
た
だ
く
、

そ
う
い
う
段
階
ま
で
い
け
れ
ば
い
い
な
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
る
。
こ
の
七
尾

フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
は
、
9
月
１
日
か
ら
運
用
を
開
始
し
、
新
た
な
関
係
人
口
や
交
流

人
口
、
そ
し
て
移
住
・
定
住
の
人
口
の
拡
大
な
ど
に
大
き
な
可
能
性
の
あ
る
仕
組

み
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
会
員
募
集
に
あ
た
り
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
関
係
者
や

市
内
の
観
光
施
設
、そ
し
て
宿
泊
施
設
に
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
の
配
布
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
広
報
紙
な
ど
各
方
面
へ
の
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

　

七
尾
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
へ
の
入
会
は
、
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
登
録
し
、
今

年
度
の
会
員
数
は
、３
，０
０
０
人
を
目
標
に
し
て
い
る
。
今
後
は
、会
員
の
方
々

に
有
益
な
情
報
を
提
供
し
て
い
く
中
で
、
会
員
の
方
々
と
結
び
つ
き
を
強
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

■
要
介
護
認
定
の
進
め
方
と
そ
の
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
化
に
つ
い
て

負
担
軽
減
の
た
め
業
務
改
善
を
す
べ
き
！

本
市
の
超
高
齢
化
に
伴
い
介
護
関
連
の
業
務
も
増
加
し
、
中
で
も
要
介
護

認
定
業
務
の
多
忙
さ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
負
担
軽
減
の
た
め
に
は
、
要
介
護

認
定
の
審
査
会
シ
ス
テ
ム
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
、
調
査
票
作
成
の
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど

が
、
非
常
に
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。
他
自
治
体
で
事
務
作
業
が
10
分
の
１
以
下

に
な
っ
た
と
も
聞
く
。
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
で
膨
大
な
紙
の
資
料
が
な
く
な
り
、
消

耗
品
の
コ
ス
ト
も
大
幅
な
経
費
削
減
が
出
来
る
。
本
市
は
ど
の
よ
う
な
部
分
で
業

務
改
善
を
図
る
の
か
伺
う
。

現
在
、
認
定
有
効
期
間
の
延
長
に
よ
り
年
間
の
申
請
者
数
は
や
や
減
少
傾

向
に
あ
る
が
、
75
歳
以
上
の
人
口
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
今
後
申
請
者
の

増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
業
務
効
率
化
の
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
必
要
に

な
る
と
考
え
て
い
る
。
例
え
ば
、
認
定
調
査
事
務
で
は
訪
問
調
査
時
に
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
導
入
す
る
こ
と
等
、
介
護
認
定
審
査
会
事
務
で
は
審
査
会
資
料
の
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
等
が
考
え
ら
れ
る
が
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
面
か
ら
も
慎
重
に
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。
令
和
７
年
度
に
全
国
統
一
の
シ
ス
テ
ム
と
な
る
自
治
体
情
報
シ

ス
テ
ム
標
準
化
を
見
据
え
て
、
国
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
職
員
の
負
担
軽
減
に

向
け
て
検
討
し
た
い
。

 

一
般
質
問

七尾ファンクラブ

木下 美也子 議員
（無会派）

西川 英伸 議員
（市民クラブ）

 
一
般
質
問

質

質

答

答
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七尾市議会の採決結果や詳しい答弁内容はホームページにて公開しています。

■
「
有
機
給
食
」
に
つ
い
て

「
有
機
給
食
」
の
導
入
で
子
供
た
ち
に
安
全
・
安
心

な
食
事
の
提
供
を
！

化
学
肥
料
や
農
薬
を
原
則
使
わ
な
い
「
有
機
食
材
」
を
給
食
に
取
り
入
れ

る
「
有
機
給
食
」
に
つ
い
て
、
必
要
性
の
見
解
を
伺
う
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
へ
、
安
全
・
安
心
な
食
事
の
提
供
の
た
め
に
、「
有
機
給
食
」

を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

安
心
・
安
全
な
学
校
給
食
を
提
供
す
る
上
で
、
化
学
肥
料
や
農
薬
を
原
則

使
わ
な
い
「
有
機
食
材
」
は
、
食
の
安
全
性
が
高
く
、
野
菜
本
来
の
お
い

し
さ
も
味
わ
え
、
フ
ー
ド
ロ
ス
の
減
少
に
も
つ
な
が
る
た
め
、
食
育
の
推
進
に
は

重
要
だ
と
考
え
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
給
食
へ
の
導
入
に
は
生
産
者
が
少
な
く
、
大
量
の
食
材
の
確

保
が
困
難
で
あ
り
、
単
価
も
高
く
な
る
こ
と
か
ら
給
食
へ
の
導
入
は
難
し
い
状
況

で
あ
る
。

　

現
在
、
安
心
・
安
全
な
食
の
提
供
の
た
め
、
食
育
の
視
点
も
踏
ま
え
、
地
元
産

食
材
の
使
用
や
、
価
格
に
応
じ
て
で
は
あ
る
が
、
農
薬
を
減
ら
し
た
野
菜
を
使
用

し
て
お
り
、
ま
た
、
本
年
秋
に
は
化
学
農
業
や
化
学
肥
料
を
５
割
以
上
削
減
し
た

特
別
栽
培
米
を
学
校
給
食
と
し
て
提
供
す
る
予
定
で
あ
る
。

■
職
員
の
地
域
活
動
へ
の
参
画
に
つ
い
て

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
す
た
め
の
取
組
を
！

地
域
の
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
が
再
開
さ
れ
て
い
る
が
、
過
去
に
コ
ロ
ナ
禍
で

中
止
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
、
活
動
の
停
滞
が
懸
念
さ
れ
る
。　

　

職
員
は
、
積
極
的
に
地
域
活
動
に
参
画
し
て
お
り
、
地
域
の
担
い
手
と
な
っ
て

い
く
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
い
る
。
職
員
が
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
を
よ
り
地
域
活
動
に
活

か
す
た
め
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

地
域
活
動
に
お
け
る
人
材
不
足
と
い
う
状
況
は
十
分
理
解
し
て
い
る
。
職

員
は
、
日
頃
の
業
務
を
通
し
て
様
々
な
能
力
を
身
に
付
け
て
お
り
、
地
域

活
動
で
そ
の
経
験
を
活
か
せ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
各
家
庭
の
事
情
も
あ
り
、

活
動
へ
の
参
画
を
強
制
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
が
、
職
員
で
あ
る
と
同
時
に
市
民

の
一
員
で
も
あ
り
、
積
極
的
に
参
加
す
る
よ
う
に
機
会
が
あ
る
ご
と
に
促
し
て
い

る
。

　

な
お
、
総
務
省
で
は
、
自
治
会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
各
地
で
担
い
手
不
足
が
深
刻
化

す
る
中
、
職
員
の
参
加
を
促
す
た
め
に
、
自
治
体
が
条
例
で
特
別
休
暇
を
創
設
で

き
る
よ
う
、
今
年
度
中
に
通
知
を
発
出
す
る
旨
の
報
道
も
あ
り
、
当
市
で
も
職
員

が
地
域
活
動
に
参
加
し
や
す
い
環
境
を
整
え
て
い
く
た
め
に
、
制
度
の
創
設
に
関

し
て
検
討
し
た
い
。

 

一
般
質
問

瀨戸 三代 議員
（あすなろ）

原田 一則 議員
（灘会）

 
一
般
質
問

質

質

答

答
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Q&  A議員の 市の

■
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
誘
致
の
働
き
か
け
に
つ
い
て

大
河
ド
ラ
マ
誘
致
の
機
運
の
醸
成
を
図
れ
！

こ
の
秋
、
県
内
で
は
国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
各
市
町
で
多
彩
な
文
化

イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押
し
で
あ
る
。
当
市
で
も
長
谷
川
等
伯
展
や
等
伯
の
生

涯
を
描
く
演
劇
、「
等
伯
〜
反
骨
の
画
聖
〜
」
が
無
名
塾
、
市
民
合
同
で
の
公
演

が
開
催
さ
れ
る
。

　

こ
れ
を
機
会
に
、
大
河
ド
ラ
マ
誘
致
の
機
運
醸
成
が
必
要
と
考
え
る
が
、
観
光

対
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
大
河
ド
ラ
マ
誘
致
の
働
き
か
け
に
力
を
入
れ
る
こ
と
を
要

請
し
、
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

長
谷
川
等
伯
を
主
人
公
と
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
が
実
現
さ
れ
れ
ば
、

生
誕
の
地
で
あ
る
七
尾
や
能
登
へ
の
経
済
効
果
は
非
常
に
大
き
い
と
考
え

る
。

　

全
国
で
多
く
の
自
治
体
が
誘
致
に
取
り
組
み
、
令
和
７
年
ま
で
の
大
河
ド
ラ
マ

は
既
に
決
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
誘
致
に
は
５
年
程
度
を
要
す
と
さ
れ
、
計
画
的

に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

ま
ず
は
、「
等
伯
〜
反
骨
の
画
聖
〜
」
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

脚
本
、
演
出
等
の
制
作
会
社
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ほ
か
関
係
す
る
機
関
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

も
必
要
と
考
え
て
お
り
、
誘
致
を
行
う
環
境
を
整
え
ら
れ
る
よ
う
、
ま
た
、
市
民

の
機
運
の
醸
成
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
関
係
団
体
と
も
力
を
合
わ
せ
て
い
き
た
い
。

■
指
定
管
理
者
制
度
導
入
施
設
の
管
理
運
営
状
況
評
価
の
見
直
し
に
つ
い
て

評
価
基
準
の
更
な
る
見
直
し
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

現
在
74
の
施
設
で
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
て
お
り
、
管
理
運
営
状
況

評
価
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
市
民
の
方
か
ら
は
曖
昧
な
部
分
が
あ
り
、

実
態
が
分
か
り
に
く
い
と
の
指
摘
を
受
け
て
い
る
。
現
在
の
管
理
運
営
状
況
評
価

で
は
、
指
定
管
理
者
の
実
績
と
い
う
点
で
は
あ
ま
り
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
な
い
。

昨
年
度
、
管
理
運
営
状
況
評
価
を
一
部
改
正
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
点
を

改
善
し
た
の
か
伺
う
。

指
定
管
理
者
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
毎
年
度
施
設
ご
と
に
指
定
管
理
者
か

ら
提
出
さ
れ
る
管
理
運
営
状
況
評
価
に
基
づ
い
て
行
っ
て
い
る
。
令
和
4

年
度
分
か
ら
は
、
評
価
項
目
を
５
項
目
か
ら
12
項
目
に
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。

例
え
ば
個
人
情
報
保
護
に
つ
い
て
体
制
が
整
っ
て
い
る
か
、
障
害
者
や
高
齢
者
等

に
配
慮
し
た
管
理
運
営
と
な
っ
て
い
る
か
な
ど
時
代
の
要
請
に
沿
っ
た
項
目
を
追

加
し
、
よ
り
き
め
細
や
か
な
評
価
を
行
っ
て
い
る
。
市
の
評
価
を
反
映
さ
せ
た
後

の
管
理
運
営
状
況
評
価
に
つ
い
て
は
、
毎
年
度
、
施
設
ご
と
に
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
公
開
し
て
い
る
。　

　

指
定
管
理
者
に
お
い
て
は
、
施
設
の
管
理
運
営
に
当
た
り
、
利
用
者
ア
ン
ケ
ー

ト
や
利
用
者
か
ら
の
苦
情
等
の
声
に
対
す
る
改
善
案
等
の
報
告
も
行
っ
て
お
り
、

市
と
し
て
も
今
後
と
も
管
理
運
営
の
実
態
の
把
握
に
努
め
、
引
き
続
き
指
定
管
理

者
と
共
に
よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

一
般
質
問

指定管理者制度

佐藤　喜典 議員
（市民クラブ）

木戸 奈諸美 議員
（あすなろ）

一
般
質
問

質

質

答

答
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七尾市議会の採決結果や詳しい答弁内容はホームページにて公開しています。

■
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
活
用
事
業
に
つ
い
て

昨
年
度
の
取
り
組
み
を
踏
ま
え
た
今
年
度
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
！

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
等
の
活
用
事
業
が
本
年
度
の
当
初
予
算
に
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
。
昨
年
度
の
取
り
組
み
を
踏
ま
え
て
、
そ
の
成
果
を
本
年
度
の
事
業

に
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

昨
年
度
は
、
金
沢
武
士
団
や
石
川
ミ
リ
オ
ン
ス
タ
ー
ズ
等
の
選
手
が
七
尾

港
ま
つ
り
の
総
踊
り
に
参
加
し
た
り
、
ま
た
リ
リ
ー
ウ
ル
フ
．
Ｆ
石
川
の

試
合
の
前
に
地
元
の
太
鼓
の
披
露
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
の
融
合
と
い
う
事
業

も
行
っ
た
。
ま
た
、
各
試
合
会
場
で
は
七
尾
市
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
す
る
な

ど
、
市
外
、
県
外
の
方
に
情
報
発
信
の
方
を
行
っ
た
。

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
同
様
の
取
り
組
み
を
今
年
も
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
市
内
の

小
学
生
な
ど
を
対
象
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
開
催
を
行
っ
た
。
ま
た
、
ツ
エ
ー

ゲ
ン
金
沢
の
七
尾
市
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
サ
ン
ク
ス
デ
ー
で
は
オ
ー
ロ
ラ
ビ
ジ
ョ
ン
に

七
尾
市
の
Ｐ
Ｒ
動
画
を
放
映
し
、
七
尾
市
の
情
報
発
信
を
行
う
と
同
時
に
、
プ
ロ

ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
の
ス
タ
ッ
フ
の
協
力
に
よ
る
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
七
尾
フ
ァ
ン
ク

ラ
ブ
の
チ
ラ
シ
の
配
布
な
ど
も
行
い
、
関
係
事
業
の
拡
大
に
繋
げ
て
い
る
、
そ
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

■
旧
中
島
中
学
校
跡
地
に
つ
い
て

現
在
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

旧
中
島
中
学
校
跡
地
に
つ
い
て
の
質
問
は
、
議
員
に
な
っ
て
か
ら
７
回
目

と
な
る
が
、
前
回
（
６
月
会
議
）
の
答
弁
で
は
、
雨
水
排
水
の
水
量
の
調

査
と
地
域
内
に
設
置
予
定
の
調
整
池
や
熊
木
川
へ
の
排
水
計
画
の
策
定
業
務
の
発

注
準
備
を
進
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
現
在
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

伺
う
。
ま
た
、
計
画
策
定
後
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
の
か
併
せ
て

伺
う
。

旧
中
島
中
学
校
跡
地
に
つ
い
て
は
、
７
月
下
旬
に
雨
水
排
水
設
計
業
務
の

契
約
を
締
結
し
、
現
在
、
受
託
業
者
に
お
い
て
整
備
後
の
雨
水
排
水
の
流

量
、
ど
れ
く
ら
い
の
水
が
発
生
し
、
ど
こ
へ
ど
う
流
れ
る
か
と
い
っ
た
計
算
を
行

い
、
こ
れ
に
対
す
る
必
要
な
対
策
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
併
せ
て
現
地
の
測
量

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

利
活
用
の
計
画
に
つ
い
て
は
、
中
島
地
域
づ
く
り
協
議
会
に
お
い
て
改
め
て
内

容
の
確
認
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
雨
水
排
水
計
画
が
ま
と
ま
り
次

第
、
整
備
に
向
け
た
設
計
費
を
確
保
し
、
令
和
６
年
度
予
算
に
お
い
て
整
備
費
を

計
上
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

 

一
般
質
問

永崎　陽 議員
（新政会）

山花　剛 議員
（無会派）

 
一
般
質
問

質

質

答

答
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Q&  A議員の 市の

■
本
市
の
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
対
策
に
つ
い
て

様
々
な
関
係
機
関
と
の
連
携
や
支
援
を
！

本
市
に
お
け
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
把
握

し
て
い
る
の
か
伺
う
。

　

ま
た
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
支
援
に
つ
い
て
、
教
育
現
場
と
福
祉
、
介
護
、
医
療
、

そ
の
他
関
係
部
署
と
の
連
携
な
ど
、
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
予
定
な
の
か
伺
う
。

　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
を
早
期
発
見
し
、
福
祉
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
は
、
児
童
・

生
徒
は
も
ち
ろ
ん
、
よ
り
多
く
の
関
係
者
に
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
周
知
が
必
要
と

考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

本
年
５
月
か
ら
６
月
の
期
間
に
、
市
内
小
学
校
５
・
６
年
生
及
び
中
学
生

を
対
象
に
、
実
態
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
当
て
は

ま
る
と
回
答
し
た
小
・
中
学
生
は
そ
れ
ぞ
れ
約
１
％
程
度
で
あ
っ
た
が
、
ペ
ッ
ト

を
家
族
と
考
え
て
世
話
を
し
て
い
る
児
童
で
あ
っ
た
り
、
兄
弟
姉
妹
の
世
話
を
し

て
い
る
が
、
苦
痛
に
感
じ
て
い
な
い
と
回
答
す
る
な
ど
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
特
に

支
援
が
必
要
な
状
況
で
は
な
い
と
い
う
認
識
で
あ
る
。

　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
市
と
学
校
と
の
連
絡
体
制
が
整
っ
て

お
り
、
該
当
す
る
児
童
・
生
徒
が
い
る
場
合
は
、
公
認
心
理
士
が
児
童
家
庭
支
援

セ
ン
タ
ー
に
配
置
さ
れ
て
お
り
、
児
童
・
生
徒
及
び
そ
の
保
護
者
等
の
相
談
を
受

け
、
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
て
い
く
体
制
を
取
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
11
月
の
児
童
虐
待
防
止
月
間
に
チ
ラ
シ
の
街
頭
配
布
、
市
内
高
校
生

へ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
配
布
を
行
い
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
認
知
の
拡
大
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

■
七
尾
市
制
20
周
年
に
向
け
て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

記
念
事
業
の
計
画
と
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

来
年
度
の
市
制
20
周
年
の
記
念
事
業
に
つ
い
て
、
事
業
の
計
画
と
取
り
組

み
へ
の
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

　

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
前
回
会
議
に
お
い
て
、

市
民
の
参
画
を
募
る
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。
併
せ
て
、

市
制
30
周
年
の
次
の
節
目
に
向
け
て
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
計
画
策
定
の
予
定
は
な
い
か

伺
う
。

市
制
20
周
年
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
発
展
と
歩
み
を
振
り
返
り
、
先
人
の
功

績
に
感
謝
を
し
つ
つ
、
さ
ら
な
る
地
方
創
生
と
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
起
点
の
年
と
捉
え
、
記
念
事
業
を
行
う
。
国
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
広
く

世
界
へ
発
信
す
る
取
り
組
み
や
市
へ
の
愛
着
と
誇
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
も
の
と
し
た
い
と
考
え
、
事
業
提
案
を
職
員
に
広
く
募
集
し
、
議
論
と
検
討
を

進
め
て
い
る
。
個
別
具
体
的
な
取
り
組
み
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
市
民
の
皆
様
の

御
意
見
も
伺
っ
て
い
き
た
い
。

　

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の
見
直
し
は
、
令
和
６
年
度
中
に
行
い
、
今
後
、
審
議

会
の
構
成
メ
ン
バ
ー
や
人
数
、
進
め
方
な
ど
の
整
理
を
進
め
る
。

　

次
の
10
年
の
計
画
に
つ
い
て
は
、
国
の
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
総
合
戦

略
に
合
わ
せ
て
、
第
２
期
七
尾
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
を
見
直
し
、

令
和
６
年
度
か
ら
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
し
っ
か
り
と
盛
り
込
ん
で
い
き
た
い
。

 

一
般
質
問

江曽 ゆかり 議員
（無会派）

髙橋 正浩 議員
（無会派）　

 
一
般
質
問

質

質

答

答
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■
和
倉
温
泉
の
魅
力
あ
る
拠
点
づ
く
り
に
つ
い
て

温
泉
地
と
し
て
の
魅
力
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
誘
客

施
策
を
！

和
倉
温
泉
は
承
知
の
と
お
り
、
開
湯
１
２
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
全

国
で
も
屈
指
の
温
泉
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
和
倉
２
号
線

沿
い
の
エ
リ
ア
は
、
未
整
備
の
部
分
が
多
く
見
受
け
ら
れ
、
現
地
・
現
場
を
把
握

し
、
事
業
化
に
向
け
て
の
推
進
を
要
望
し
て
い
る
。
つ
い
て
は
、
和
倉
２
号
線
整

備
の
進
捗
状
況
、
あ
わ
せ
て
和
倉
温
泉
西
側
エ
リ
ア
に
つ
い
て
、
自
然
環
境
を
生

か
し
た
取
り
組
み
と
そ
の
エ
リ
ア
に
あ
る
休
業
し
て
い
る
和
倉
温
泉
シ
ー
サ
イ
ド

パ
ー
ク
の
改
善
策
に
つ
い
て
、
考
え
を
伺
う
。

市
道
和
倉
２
号
線
に
つ
い
て
は
、
延
長
約
2
．7
キ
ロ
で
整
備
を
進
め
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
に
1
．7
キ
ロ
で
拡
幅
工
事
が
完
了
し
て
い
る
。
引
き

続
き
、
和
倉
温
泉
側
に
向
け
て
用
地
の
買
収
及
び
物
件
の
移
転
補
償
が
で
き
た
箇

所
か
ら
工
事
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
今
後
も
、
地
権
者
の
理
解
と
協
力
を

得
な
が
ら
、
早
期
の
完
成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

和
倉
温
泉
の
活
気
を
取
り
戻
す
た
め
に
も
、今
後
、和
倉
温
泉
シ
ー
サ
イ
ド
パ
ー

ク
の
施
設
所
有
者
で
あ
る
和
倉
温
泉
旅
館
協
同
組
合
を
中
心
に
、
地
元
や
関
係
団

体
が
こ
の
場
所
を
ど
の
よ
う
に
利
活
用
し
て
い
け
ば
よ
い
か
を
検
討
し
て
い
た
だ

き
、
そ
の
よ
う
な
中
で
、
話
合
い
の
場
に
七
尾
市
も
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
和
倉
温
泉
総
湯
、
そ
の
周
辺
整
備
を
し
た
折
に
も
、
地
元
で

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
い
た
だ
き
、
市
の
職
員
も
そ
こ
に
入
り
な
が

ら
、
ま
ち
づ
く
り
の
形
成
を
し
て
い
る
。
ぜ
ひ
そ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
促
進
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
、
七
尾
市
と
し
て
も
協
力
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

■
北
陸
新
幹
線
敦
賀
延
伸
の
影
響
と
観
光
戦
略
に
つ
い
て

敦
賀
延
伸
、
県
内
全
線
開
業
に
よ
る
影
響
に
つ
い

て
伺
う
。

来
年
３
月
16
日
に
北
陸
新
幹
線
敦
賀
延
伸
開
業
と
な
り
新
幹
線
の
県
内
全

線
開
業
が
達
成
さ
れ
る
。
そ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
経
済
波
及
効
果
や
乗

り
換
え
な
ど
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
も
の
と
考
え
る
。
七
尾
市

で
は
能
登
地
区
、
と
り
わ
け
七
尾
、
和
倉
温
泉
へ
の
影
響
を
ど
の
よ
う
に
分
析
し

て
い
る
の
か
伺
う
。
ま
た
、
現
在
ど
の
よ
う
な
対
策
、
施
策
を
展
開
し
よ
う
と
考

え
て
い
る
の
か
伺
う
。

七
尾
市
、
和
倉
温
泉
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
乗
り
換
え
の
回
数
や
所
要

時
間
も
重
要
で
あ
る
が
、
当
市
と
し
て
は
観
光
地
と
し
て
の
魅
力
を
高
め

て
い
く
こ
と
で
、
し
っ
か
り
と
誘
客
促
進
に
つ
な
が
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

11
月
に
は
、
福
井
県
で
全
国
宣
伝
販
売
促
進
会
議
が
開
催
さ
れ
る
。
こ
の
会
議

は
、
令
和
６
年
秋
の
北
陸
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
向
け
、
観
光

素
材
の
Ｐ
Ｒ
や
観
光
地
視
察
を
行
い
、
北
陸
へ
の
旅
行
商
品
の
造
成
、
販
売
を
働

き
か
け
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
市
と
し
て
も
魅
力
あ
る
観
光
素
材
の
開
発
、
磨
き

上
げ
を
引
き
続
き
行
い
、
和
倉
温
泉
や
市
内
の
観
光
地
を
取
り
入
れ
た
商
品
が
旅

行
会
社
で
取
扱
い
さ
れ
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

北
陸
新
幹
線
の
敦
賀
延
伸
に
限
ら
ず
、
観
光
戦
略
と
し
て
、
能
登
の
市
町
と
し
っ

か
り
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

一
般
質
問

中西 庸介 議員
（新政会）

和田内 和美 議員
（無会派）

 
一
般
質
問

質

質

答

答

七尾市議会の採決結果や詳しい答弁内容はホームページにて公開しています。

和倉温泉和倉温泉

七尾市議会だより 検索
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Q&  A議員の 市の

■
「
能
越
自
動
車
道
」
等
の
整
備
進
捗
と
、
今
後
の
道
路
整
備
に
つ
い
て

本
市
の
社
会
公
共
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
進
捗
状
況
を

伺
う
。

「
能
越
自
動
車
道
・
田
鶴
浜
七
尾
道
路
」
の
整
備
事
業
の
促
進
、「
国
道

１
５
９
号
線
七
尾
バ
イ
パ
ス
」
の
早
期
着
工
に
向
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
伺
う
。

能
越
自
動
車
道
・
田
鶴
浜
七
尾
道
路
は
、
現
在
、
七
尾
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
周
辺
の
地
盤
改
良
工
事
と
笠
師
川
の
橋
梁
の
下
部
工
事
を
推
進
し
て
い

る
。
用
地
に
つ
い
て
は
、
七
尾
市
土
地
開
発
公
社
を
活
用
し
た
先
行
取
得
に
よ

り
、
用
地
進
捗
率
を
昨
年
３
月
末
か
ら
今
年
３
月
末
ま
で
に
48
％
か
ら
81
％
ま
で

引
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き
、
早
期
整
備
に
向
け
着
実
に
進
捗
し
て
い
る
と
認
識
し

て
い
る
。
引
き
続
き
、地
元
国
会
議
員
、県
、県
議
会
議
員
に
も
力
を
借
り
な
が
ら
、

来
年
度
の
予
算
獲
得
に
向
け
尽
力
を
し
て
い
く
。

　

七
尾
バ
イ
パ
ス
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
全
延
長
4
．3
キ
ロ
の
う
ち
古
府
町
か

ら
下
町
間
の
2
．7
キ
ロ
が
暫
定
２
車
線
で
開
通
し
て
お
り
、
現
道
拡
幅
区
間
で

あ
る
川
原
町
か
ら
古
府
町
間
の
1
．6
キ
ロ
に
つ
い
て
は
、未
整
備
の
状
況
で
あ
る
。

　

能
越
自
動
車
や
七
尾
外
環
状
道
路
と
一
体
的
な
整
備
を
検
討
す
る
た
め
、
国
に

お
い
て
未
整
備
区
間
の
道
路
設
計
を
進
め
て
い
る
段
階
で
、
あ
る
程
度
完
了
し
、

示
し
て
い
た
だ
け
る
段
階
に
な
れ
ば
協
議
を
進
め
る
と
と
も
に
住
民
の
方
々
へ
の

説
明
会
・
勉
強
会
の
実
施
を
国
交
省
と
調
整
し
て
い
き
た
い
。

■
教
科
書
採
択
の
会
議
の
公
開
に
つ
い
て

市
民
に
開
か
れ
た
採
択
を
！

本
市
で
は
、児
童
生
徒
が
使
う
教
科
書
を
採
択
す
る
会
議
は
非
公
開
と
な
っ

て
い
る
。
だ
か
ら
、保
護
者
を
は
じ
め
市
民
の
傍
聴
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
、
３
点
伺
う
。

①
非
公
開
だ
か
ら
こ
そ
静
謐
な
環
境
で
自
由
闊
達
な
議
論
が
で
き
た
と
い
う
実
感

は
あ
る
か
。

②
教
科
書
採
択
の
会
議
録
は
、
会
議
の
や
り
と
り
が
わ
か
る
よ
う
、
せ
め
て
会
議

の
概
要
く
ら
い
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
べ
き
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

③
羽
咋
市
は
「
羽
咋
市
教
育
委
員
会
傍
聴
人
規
則
」
を
定
め
教
科
書
採
択
会
議
を

公
開
し
て
い
る
。
本
市
も
傍
聴
ル
ー
ル
を
定
め
会
議
を
公
開
し
て
市
民
の
傍
聴
を

認
め
て
は
ど
う
か
。

七
尾
市
に
お
い
て
は
、
国
の
通
知
を
受
け
外
部
か
ら
の
あ
ら
ゆ
る
働
き
か

け
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
静
謐
な
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
今
回
の
教

科
書
採
択
に
お
い
て
は
非
公
開
で
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
採
択
の
理
由
や
基

準
、
前
回
と
の
違
い
に
つ
い
て
な
ど
、
自
由
闊
達
な
議
論
が
で
き
た
と
感
じ
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
採
択
結
果
と
理
由
を
掲
載
し
、
必
要
な
情
報
を
提
供
し
て
い

る
。

　

会
議
の
公
開
に
つ
い
て
は
国
の
通
知
や
他
市
町
の
状
況
等
も
踏
ま
え
、
来
年
度

の
中
学
校
の
教
科
書
採
択
で
は
結
論
が
出
せ
る
よ
う
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

 

一
般
質
問

山崎 智之 議員
（灘会）

山添 和良 議員
（市民クラブ）

 
一
般
質
問

質

質

答

答
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8月第2回会議、9月会議において、提案された議案等の結果は下記の通りです。なお、木下議長は、採決には加わりません。

8月会議において、提案された議案等の結果は下記の通りです。なお、木下議長は、採決には加わりません。

議　　　案　　　名 採決結果
議案
第11号 令和５年度七尾市一般会計補正予算（第５号） 可決
議案
第12号 工事請負契約の締結について 可決

議　　　案　　　名 採決結果
議案
第13号

令和４年度七尾市一般会計及び特別会計歳入
歳出決算の認定について 認定

議案
第14号

令和４年度七尾市水道事業会計決算の認定に
ついて 認定

議案
第15号

令和４年度七尾市下水道事業会計決算の認定
について 認定

議案
第16号

令和４年度七尾市病院事業会計決算の認定に
ついて 認定

議案
第17号

令和４年度七尾市水道事業会計未処分利益剰
余金の処分について 可決

議案
第18号

令和４年度七尾市下水道事業会計未処分利益
剰余金の処分について 可決

議案
第19号

令和４年度七尾市病院事業会計未処分利益剰
余金の処分について 可決

議案
第20号 令和５年度七尾市一般会計補正予算（第６号） 可決
議案
第21号

令和５年度七尾市介護保険特別会計補正予算
（第１号） 可決

議 会 議 案 名 採決結果
議会議案
第6号

ブラッドパッチ療法（硬膜外自家血注入療法）に
対する適正な診療上の評価等を求める意見書 可決

令和5年度定例会8月会議　採決結果一覧表

令和5年度定例会9月会議　採決結果一覧表

■■＝全会一致　　■■＝賛成多数　　■■＝賛成少数

■■＝全会一致　　■■＝賛成多数　　■■＝賛成少数

議　　　案　　　名 採決結果
議案
第22号

令和５年度七尾市水道事業会計補正予算
（第１号） 可決

議案
第23号

令和５年度七尾市病院事業会計補正予算
（第１号） 可決

議案
第24号

七尾市温泉健康増進センター条例の一部を改
正する条例について 可決

議案
第25号

七尾市空き家等の適切な管理及び活用の促進
に関する条例の一部を改正する条例について 可決

議案
第26号

病院事業の設置等に関する条例の一部を改正
する条例について 可決

議案
第27号

七尾市及び中能登町における火災予防条例の
一部を改正する条例について 可決

議案
第28号 指定管理者の指定について 可決

【議案第11号】
令和４年度七尾市一般会計及び特別会計歳入歳出決算の認定について
◆地域自治振興費について【総務企画】

問防犯灯（公衆街路灯）設置事業補助金によりほとんどの町会でLED
化が進んでいると思うが整備状況を伺う。

答ほとんどの町会でLEDに交換しているが、町会が事業者となり負担
もあるため現状では100％には至っていない。

◆出産祝金支給事業費について　【教育民生】

問出産祝金で交付していた「かもめ商品券」は販売終了となったが代
替案はあるのか。

答かもめ商品券分は現金とし「現金１２万円」、または「現金10万円＋
ろくほく地域振興券２万円分」の選択としている。

主な審議内容

【議案第11号】
令和４年度七尾市一般会計及び特別会計歳入歳出決算の認定について
◆公営住宅の状況について【産業建設】

問小丸山住宅について、入居個数がゼロであるが、今後の活用計画は
あるのか。

答令和７年度に耐用年数が経過したあと全戸解体する予定であり、土
地については売却を予定してい。

◆アジア圏テレビドラマ国際会議2022開催事業について【産業建設】

問開催後、どのような効果があったのか。

答会議参加者約350名が七尾に宿泊し、9か国の方々が七尾でロケ
地候補地ツアーを行った。現在、七尾市でロケを検討しているテレビ
会社があり、それなりの効果があったと感じる。今年度も開催する予
定であり、インバウンド需要など、観光客を増やしていきたいと考え
る。

　予算審査を行った各予算決算常任委員会分科会にて、決算審　予算審査を行った各予算決算常任委員会分科会にて、決算審
査した結果、主に下記内容が議論されました。査した結果、主に下記内容が議論されました。決算審査

 各分科会
（予算決算常任委員会）

令和４年度

総務企画分科会
分担　・議案１件

教育民生分科会
分担　・議案３件

産業建設分科会
分担　・議案５件
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● ● ● お 知 ら せ ● ● ●

　議会だよりへの、市民の皆さんの率直なご意見・ご
感想をお寄せください。なお、議会の会議録について
は、七尾市役所情報公開コーナー、七尾市立図書館等
に備えてあるほか、市のホームページでも閲覧できる
ようになっていますので、ご覧ください。

「七尾市議会だより」
デジタルブック（多言語）対応

議　会　の　動　き

7月 26日 議会運営委員会

27日 全国伝統工芸品振興市議会協議会定期総会
（東京都）

29日 北陸新幹線建設促進石川県民会議総会
（金沢市）

８月 １日
～２日

能越自動車道・七尾港合同要望活動
（新潟市・東京都）

７日 全員協議会
予算決算常任委員会協議会
令和５年度定例会８月会議

８日 のと里山空港利用促進議員連盟要望活動
（東京都）

17日 石川県市議会議長会定期総会（輪島市）
21日 予算決算常任委員会協議会

令和５年度定例会８月第２回会議

22日 石川北部ＲＤＦ広域処理組合第２回組合議会定
例会（志賀町）

23日 予算決算常任委員　各分科会（決算審査）
28日 予算決算常任委員会協議会

総務企画常任委員会

８月 29日 のと鉄道利用促進協議会総会（穴水町）
31日 議会運営委員会

９月 4日
～19日 令和５年度定例会９月会議

4日 議員協議会
13日 議会運営委員会
19日 予算決算常任委員会
21日
～27日 モントレー市訪問

10月 2日
～4日 総務企画常任委員会行政視察（広島県三原市ほか）

2日 愛媛県伊予市議会行政視察受入れ（７名）
4日
～6日 教育民生常任委員会行政視察（福岡県福岡市ほか）

5日 長野県諏訪市議会行政視察受入れ（９名）
11日
～13日 産業建設常任委員会行政視察（広島県竹原市ほか）

19日 北信越市議会議長会総会（富山市）

20日 令和５年第２回石川県後期高齢者医療広域連合
定例会（金沢市）

七尾市
議会事務局

TEL.0767-53-8433
https://www.city.nanao.lg.jp

編 集
後 記

　今回の市議会定例会９月会議で
は、七尾市一般会計補正予算とし
て、交流人口の拡大に向けた取り
組み、子育て環境・子ども教育の
充実、生活環境・防災対策の充実

などに係る事業について、議案審議がありました。
また、14名の議員より市政への質疑及び一般質問
があり、内容は一部ではありますが、掲載しており
ます。今後とも市民の皆様にできる限り分かりやす
くお伝えするよう、議会だより編集委員一同、努め
てまいります。
　なお、新型コロナウイルス感染症による制限も解
除され議会傍聴も可能になっておりますので、市民
の皆様の傍聴をお待ちしております。

議会だより編集委員会

皆さんも市議会を
傍聴しませんか

・ケーブルテレビななおでは、議会の様子を生中継しております。
・ユーチューブで議会中継をご覧いただけます。QRコードを読み取ってご覧ください。

　傍聴を希望される場合は、当日、議場入口の
受付で、傍聴申込書に住所、氏名を記入してから
入場してください。また、団体で傍聴される場合
は、団体の名称、人員、代表者または責任者の住
所、氏名を記入してください。


